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1．はじめに 

  2015 年 3 月の北陸新幹線開通から 3 年が経

過して、富山、金沢市を中心に大きな経済効果

が発生していることがうかがえる。しかしなが

ら、その効果は、都市の構造や人口密度により

異なると考えられる。ここでは金沢市、高岡市、

富山市を対象に、各都市の地価情報を用いて新

幹線開通が都市の地価に与えている影響を分

析・考察する。 

2．目的・仮説 

北陸新幹線の開通が沿線都市、特に駅前の地

価に正の影響を与えたという仮説を立て調査・

分析をした。本研究の目的は、新幹線による効

果が都市により異なる影響があることを明ら

かにすることである。 

3．分析方法 

①国土交通省が Web 公表している平成 24 年

から平成 30 年までの商業地の公示地価を収集

し、重回帰分析をおこなった。重回帰分析をお

こなうにあたり被説明変数を取引価格総額の

自然対数に設定した。地価変動と新幹線開通の

直接的な因果関係の有無を分析するため、説明

変数に新幹線ダミーを投入したもの(新幹線ダ

ミーモデル)、新幹線開通前後の地価の変動か

ら新幹線開通と地価の変化の関係を分析する

ため、時点ダミーを投入したもの(時点ダミー

モデル)の２つのモデルに分けて分析した。重

回帰モデル式は以下のとおりである。 

重回帰モデル：Y = ɑ + ∑𝛽ⅰ𝑋ⅰ + 𝜀 

説明変数は上記のほかに、面積、間口、容積

率、前面道路・幅員、面積 2乗項、間口 2乗項、

最寄り駅までの時間(分)とした。なお新幹線ダ

ミーは北陸新幹線開通前を 0、開通後を 1とし、

時点ダミーは平成 24年を基準年とする。 

②上記の分析結果を確かめるため、上記都市

について特に駅前エリアを中心に、国税庁が

Web で公表している平成 24 年から 30 年(北陸

新幹線が開通する前後 3 年分)までの路線価を

収集した。また、収集したデータを白地図に路

線価を色分けして図示した（平成 26年と 30年

の路線価使用）。各都市の路線価の変化につい

て比較考察した。 

4．結果と考察 

表１の重回帰分析結果から、金沢市と富山市

では新幹線開通と地価変動との間に直接的な

因果関係は認められなかった。高岡市では負の

因果関係が認められた。 

＊5％有意 

次に、時点ダミーモデルの分析をおこなった

結果、図１のような時点ダミーの回帰係数の変

化がみられた。ここから、金沢市の地価は新幹

線開通によって上昇したと考えられる。富山市

では新幹線開通前から地価が一定して上昇傾

向にあり、新幹線開通と地価上昇の関係は薄い

と考えられる。高岡市では、新幹線開通前から

地価は一定して下降傾向にあり、新幹線開通と

地価下落の関係は薄いと考えられる。 

また、路線価の状況から、金沢市と富山市で

は中心市街地で路線価の上昇が、高岡市では高

岡駅北側で路線価の下落が確認できた。これは、

上記の分析結果を裏付ける結果となった。 

5．まとめ 

今回の研究から金沢市では、新幹線開通と地

価の上昇との間に直接的な因果関係は認めら

れないものの、新幹線効果による他の要因によ

って地価が上昇している可能性があると考え

られる。富山市と高岡市では、少なくとも今回

の分析結果からは新幹線開通と地価上昇との

関係は軽薄であり、地価の上昇あるいは下落に

は別の要因が関係している可能性があると考

えられる。 

よって、仮説は完全に棄却されたわけではな

いが、新幹線開通による間接的な要因と地価上

昇との因果関係を考える必要がある。 
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表 1：回帰係数(新幹線ダミーのみ抜粋) 
金沢市 富山市 高岡市

新幹線ダミー 0.013 0.185 -0.166*

図 1：時点ダミーの回帰係数の推移 

 


